
 会津産業ネットワークフォーラム（ＡＮＦ） 

令和６年度第３回幹事会・第３回運営会議 

 

次 第 

 

日時 令和７年３月１３日（木）１５：００～１６：３０ 

場所 会津稽古堂 研修室 5・6 

  

1 開会 

 

2 挨拶 

 1) ANF 代表(マツモトプレシジョン株式会社 代表取締役社長) 松本 敏忠  

 

3 議事 

1） 令和７年度総会資料の確認 

①  報告第 1 号 令和６年度事業報告 

②  承認第 1 号 令和６年度収支決算報告 

③  議案第 1 号 令和７年度活動方針(案)及び事業計画(案) 

④  議案第 2 号 令和７年度収支予算(案) 

⑤  その他 

2） その他 

 

4 幹事企業、自治体からの意見・情報・提案等 

 

5 閉会 
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企業名 役職 氏名（敬称略） 出欠 稽古堂 リモート

代表 マツモトプレシジョン㈱ 代表取締役社長 松本　敏忠 ○ ○

㈱会津工場 代表取締役社長 鈴木　直記 ○ ○

㈱マコト精機 代表取締役 古川　信吾 ×

相談役 会津テクノロジー合同会社 代表社員 阿部　進 ○ ○

幹事 ㈱北日本金型工業 代表取締役社長 小椋　庄太 ○ ○

玉川エンジニアリング㈱ 取締役社長 池澤　広治 ○ ○

会津オリンパス㈱ 経営企画部長 安藤 伸一 ○ ○

ルービイ工業㈱ 代表取締役社長 中野　孝司 ○ ○

三菱マテリアル㈱若松製作所 企画管理部長 相田　正之 ×

JUKI会津㈱ 代表取締役 野﨑 修一 ○ ○

荒川産業㈱ 社長室・室長兼リサイクルグループ長田中 博志 ○ ○

丸隆工業㈱ 代表取締役 宮田　智弘 ○ ○

㈱サンブライト 代表取締役社長 渡邉　忍 ○ ○

暁精機㈱ 代表取締役社長 大豆生田　政司 ○ ○

西田精機㈱ 代表取締役社長 西田　高 ○ ○

㈱シグマ 経営企画本部会津総務部　部長 小川　真二 ○ ○

㈱三義漆器店 代表取締役 曽根　佳弘 ×

監事 ㈱東邦銀行会津営業部 常務執行役員営業部長 澤田 誓 ×

会津商工信用組合 融資部　副部長 清野　敦 ×

自治体 喜多方市 産業部　商工課　主事 高畑　康平 ○ ○

会津美里町 産業振興課商工観光係主事 新田　泰生 ○ ○

会津坂下町　 産業課商工観光班商工係長 長峯　麻美 ○ ○

湯川村 産業建設課・主事 長谷川 浩己 ○ ○

下郷町 総合政策課 課長  佐藤 英勝 ×

西会津町 商工観光係長 五十嵐　国幸 ×

磐梯町 産業振興課長 樋口　和博 ○ ○

北塩原村 産業課　主査 小檜山貴志 ×

只見町 交流推進課商工労働係　係長 菊地　明 ○ ○

猪苗代町 商工観光課　商工観光係 係長 二瓶　貴之 ×

南会津町 商工観光課 雇用対策担当係長 湯田 昌伸 ×

事務局 本部 事務局長（企業立地課長）代理 吉田　学 ○ ○

担当（企業立地課主任主事） 村野　瑞樹 ○ ○

担当（企業立地課主任主事） 鈴木　悠介 ○ ○

コーディネーター 三星　善克 ○ ○

コーディネーター 秋山　眞理 ○ ○

名簿人数 出席者 現地 リモート

35 25 16 9

出席率 71.4%

令和6年度　第3回幹事会・第3回運営会議名簿
2025年3月13日 (木)

副代表
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令和 7 年度会津産業ネットワークフォーラム総会（案） 
 

     日時 令和 7年 5月 8 日(木)15：00 

     場所 会津若松ワシントンホテル 2階 双鶴 

 

― 総   会（15：00）― 
 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

   代 表 マツモトプレシジョン株式会社 代表取締役社長 松本 敏忠 

   顧 問 会津若松市長        室井 照平 様 

   顧 問 会津地方振興局長      本田 伸雄 様 

 

３ 議事 

①  報告第 1 号 令和６年度事業報告 

②  承認第 1 号 令和６年度収支決算報告 

③  議案第 1 号 令和７年度活動方針(案)及び事業計画(案) 

④  議案第 2 号 令和７年度収支予算(案) 

⑤  その他 

 

４ 講演会 16:00～ 

講演１：（Q＆A含み 60 分） 

 演題：「薩摩の焼酎に負けない！会津の焼酎で、世界制覇」 

 講師： 合同会社ねっか  

代表社員 脇坂 斉弘 氏 

講演２：（Q＆A含み 30 分） 

演題：「（仮）AiCT コンソーシアムの現在地」 

講師： 一般社団法人 AiCT コンソーシアム 

        代表理事 海老原 城一 氏（アクセンチュア株式会社） 

 

５ 閉  会 ～17:30 

― 交 流 会（17：40～）― 

以上 
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会津産業ネットワークフォーラム（ＡＮＦ） 

令和６年度事業総括 

 

令和７年 3 月末現在の正会員企業 89 社、賛助会員 8 社で、会津地域 17市町村を中

心に活動を続け、会員企業が立地する各自治体（12 市町村）及び 7 教育・研究機関

(会津大学、ポリテクセンター会津、テクノアカデミー会津、会津北嶺高校、会津工業

高校、喜多方桐桜高校、福島県ハイテクプラザ会津若松技術支援センター)にも特別会

員として連携支援をいただいております。 

また、会津若松商工会議所等、会津地域の団体はもとより、東経連ビジネスセンター、

郡山地域テクノポリス推進機構等、県内外の関係機関・団体とも引き続き、連携体制を

構築してまいりました。 

令和６年度の事業計画に対し、実施した具体的な取り組みの概要は次の通りです。 

 

1.会議の開催 

 「幹事会」と「運営会議」を合同で 3 回開催し、事業運営の審議を行いました。ま

た事務局会議を 3 回開催し、主に幹事会への提案内容等の協議を行いました。 

 

2.企業間交流連携・販路拡大 

 1)  企業プレゼン会の 1 回目では、会員の会津パッケージ様、2 回目は、マツモト

プレシジョン様で工場見学と併せて会員各社の取組を知っていただくべくプレゼ

ンいただきました。更には、予定にプラスし、3回目をセイコーエプソン様の地

域企業との共創の取り組みなど知っていただきたいと考え、ヒューマンハブ天寧

寺を会場に開催しました。 

 

 2） 販路拡大プロジェクトでは、昨年に引き続き、機械要素技術展や彩の国ビジネ

スアリーナだけではなく、新たに諏訪圏工業メッセへの共同出展も行うなど、販

路開拓を推進してまいりました。 

 

 3)  東北大学名誉教授の堀切川一男氏による御用聞き訪問を 5 月と 11 月に実施し、 

   会員企業を延べ 9 社訪問し新商品開発のキッカケとなる提案や技術相談などに対

する支援を受けました。 

 

4） 経営者会は、秋と冬の２回開催し、秋はアントレプレナーシップ（起業家精

神）を専門とする早稲田大学の長谷川教授に講演いただき、冬は人材不足対策と

して、国の施策から外国人採用の現場に至る講演、事例発表を行わせていただき

報告第１号 
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ました。講演後には交流会を開催し、会員企業同士、講演者との懇親を図りまし

た。 

 

5)  産学官連携での取組としては、会津工業高校からの要望を受け、会員企業の協

力をいただきながらの「PTA 工場見学バスツアー」、初の試みとしての「ビジネス

マナー講習会」を実施し、高校生と企業の方が接する機会を作る事ができました。

関連は不明ですが、令和 6 年度同校の卒業予定者の地元就職率が一定上がったし

たとの報告も得ています。 

  また、郡山テクノポリス推進機構が実施している「広域連携地域産業ネットワー

ク構築事業」においては、会津地域の企業と他地域の企業のマッチング事業に取

り組み、お互いの地域企業を、より知れる機会にもなりました。 

   会員企業のマッチング要望に対し、保有する技術・ノウハウを活用した商品開

発の為、相手企業とつながりがある市町村役場の協力を得たりしながら連携を図

る事もできました。 

 

3.大学及び関係機関との連携 

中堅社員の集いでは、昨年度に引き続き、9 月に SAP ジャパン様のご協力の

元、「デザインシンキングを体験し学べるワークショップ」を開催しました。 

 また、ＡＮＦによる初の QC 検定試験会津受検においては、会津若松商工会議所

様や会員企業に協力いただき実現しました。 

  

4.人材育成 

  産業人材の育成として欠かすことができない研修として、新入社員研修・旋盤講

習・フライス盤講習・QC 検定講習会、保全技能教育・危険体感教育・部下育成セミ

ナーなどを開催しました。また、ポリテクセンター福島の委託事業の生産性向上支

援訓練は、製造業に不可欠なムダの排除及び工程改善、QC7 つ道具活用セミナー、

安全衛生に関するセミナーを開催しました。 

  また、令和７年度から新事業として、次世代経営層及び幹部層に向けた育成研修

「次世代経営幹部エッセンシャルズ」を実施するにあたり、AiCT コンソーシアムの

アクセンチュア様、ＳＡＰジャパン様と連携し、企画を作成しました。 

 

5.会員の拡大・周知 

 令和 6 年 3 月末現在の会員数は、正会員 85 社、賛助会員 5 社、特別会員 19 機関

(12 自治体含む)でした。令和 6 年度は、正会員が 4 社入会、1 社退会し、賛助会員

が 3 社入会により、令和 7 年 3月末現在の会員数は正会員 88 社、賛助会員 8 社、特

別会員 19機関（12 自治体含む）となっております。 

                                                    以上 
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2024年度　収入・支出 見込  （ 3月運営会議・幹事会資料 ）
＜ 収 入の部 ＞ 2025年1月31日　現在

（単位：　円）

4月～1月 ４月～1月 2～3月 年間見込額(D) 差 額 2月 ～ 3月

実 績 額（B） 摘　　　　　　　要 見込額( C ) （B）＋（C） （D）－（A） 摘　　　　　　　要

繰 越 金 4,844,578 4,844,578 0 前年度繰越金　4,844,578円 4,844,578 0

会 費 3,392,500 3,399,500 7,000
正会員 36,000×84社 、（途中入会）27,000×1社、21,000×
1社、9,000×1社／ 賛助会員 42,000×6社、31,500×1社、
35,000×1社、

42,000 3,441,500 49,000 正会員1社36,000円、途中入会1社6,000円、

自治体負担金 7,191,000 7,191,000 0 自治体支援金　7,191,000 0 7,191,000 0

展示会出展者負担金 4,540,000 4,327,506 ▲ 212,494
機械要素技術展 出展者負担金 4,057,896円、諏訪圏工業メッ
セ　269,610円

600,820 4,928,326 388,326 彩の国ビジネスアリーナ5社　600,820円

研修受講料 2,150,840 2,315,060 164,220

新入社員研修 110,550円　QC検定前講習会　350,500円　生産
性セミナー 212,000円、保全基礎教育 171,600円　危険体感
教育　265,650円　中堅社員研修9,000円　入社2年目以降社員
研修　33,000円 　QC検定試験1,162,760円

93,070 2,408,130 257,290

QC検定前講習会14,090円、
QC検定試験料　30,256円、
危険体感教育（３月）46,200円、
QC検定試験事前講習会テキスト2,530円

受託料 1,540,000 1,540,000 0 生産性向上支援訓練 受託料　1,540,000円 250,000 1,790,000 250,000 広域連携委託料250,000円

雑収入 82 620 538 利息620 4,527 5,147 5,065 利息4,527円

合　　計 23,659,000 23,618,264 ▲ 40,736 990,417 24,608,681 949,681

＜ 支出の部 ＞

（単位：　円）

4月～1月 ４月～1月 2～3月 年間見込額(D) 差 額 2月 ～ 3月

実 績 額（B） 摘　　　　　　　要 見込額( C ) （B）＋（C） （D）－（A） 摘　　　　　　　要

報償費 2,935,640 2,108,452 ▲ 827,188
講師料 705,062円　研修負担金 867,350円　QC検定試験受験
料　536,040円

724,850 2,833,302 ▲ 102,338
経営者会10,000円、QC検定前講習　講師料80,000
円、危険体感教育受講料46,200円、
QC検定受験料598,650円

旅費 774,800 470,048 ▲ 304,752 事務局旅費 388,008円　 講師旅費 82,040円 62,320 532,368 ▲ 242,432
事務局旅費　50,720円
講師旅費11,600円

交際費 50,000 5,000 ▲ 45,000 香典　5,000円　×　1 45,000 50,000 0

需用費 1,482,500 1,102,069 ▲ 380,431
講演会費用 745,107円、消耗品費用 61,772円、ガイドブック
作成 88,000円、QC検定テキスト代207,240円

116,637 1,218,706 ▲ 263,794
開催事業などの需用費97,688円、
消耗品など18,949円

役務費 91,200 86,594 ▲ 4,606 郵券代等 63,494円、振込手数料　23,100円 4,290 90,884 ▲ 316 振込手数料4,290円

委託費 1,300,000 1,525,955 225,955
HP保守契約料　52,800円、複合機管理費 81,655円、展示会装
飾代1,391,500円

40,000 1,565,955 265,955
事務所内システムメンテナンス 20,000円、
複合機管理費20,000円

使用料 1,038,000 525,749 ▲ 512,251
講演会会場費401,620円、Teamsおよびウイルスバスター使用
料、23,729円、インカムおよびバス使用料　100,400円、

96,480 622,229 ▲ 415,771
会場費および駐車場代　72,500円、
アプリケーション使用料23,980円

負担金 3,140,000 682,000 ▲ 2,458,000
諏訪圏工業メッセ220,000円，彩の国ビジネスアリーナ
462,000円

2,816,000 3,498,000 358,000 機械要素技術展　小間代2,816,000円

事務局経費 9,276,000 6,536,755 ▲ 2,739,245 人件費 6,085,569円　　事務所経費　451,186円 1,923,609 8,460,364 ▲ 815,636
人件費 1,826,779円、
事務所経費　96,830円、

備品購入費 100,000 33,000 ▲ 67,000 電話・FAX回線切り替え機33,000円 0 33,000 ▲ 67,000

予備費 3,470,860 0 ▲ 3,470,860 0 0 ▲ 3,470,860

合　　計 23,659,000 13,075,622 ▲ 10,583,378 5,829,186 18,904,808 ▲ 4,754,192

収入合計－支出合計 0 10,542,642 10,542,642 ▲ 4,838,769 5,703,873 5,703,873

収　入 24,608,681

支　出 18,904,808

差引残高 5,703,873

年間見込額

勘 定 科 目 予 算 額（A） 差額 (B)－(A)

勘 定 科 目 予 算 額（A） 差額 (B)－(A)
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令和７年度活動方針（案） 
 
  
 会津産業ネットワークフォーラムは、地域に根ざす「ものづくり企業」を核

とした組織であり、会津地域の将来にわたる持続的な発展を目指しています。 
 同時に会津地域の産業経済の活性化に取り組むことで、地域社会に貢献して

いきたいと考えています。 
 この観点を踏まえ、これまで会員の交流促進や自己変革活動、人材育成、さ

らには企業間連携による持続的な成長や発展のための自主的な活動を展開して

きたところです。 
 本年度は、引き続き次の目標を掲げ、継続事業の品質を見直すとともに、会

員ニーズに沿った新たな事業を実施し、会員企業の満足度向上を図ってまいり

ます。 
  
【目標】 
 

１） 企業間交流・連携の拡大 
２） 販路開拓拡大・新分野参入 
３） 企業力の向上支援・人材育成 
４） 産学連携 
５） 会員企業の拡大 

 
具体的には、次に掲げる活動を実施することで、会員企業の事業の充実・拡

大に貢献し、引いては、地域経済の活性化に寄与するものとする。 
 

議案第１号 
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令和７年度ＡＮＦ事業計画（案） 

 

  

令和６年度は、企業間交流及び連携の拡大をはじめ、販路開拓拡大・新分野参入、企

業力の向上支援、産学連携、会員企業の拡大を目標に掲げ活動して参りました。また、

危険体感教育及び QC検定試験事前講習会では多くの方に受講いただき高い評価をいた

だいています。 

初めての取組みとして、入社２年目以降の社員のための研修は好評を博し、QC検定

試験の会津受検では、２回とも定員が満員になるほど、高校生から会員企業の従業員の

方にご活用いただきました。しかし、令和７年９月からの３級と４級の試験が紙に記載

する試験から PCを使った試験（CBT）に移行されることから、現在、会津での CBT 団体

受検が行えるよう、QC検定協会との交渉、学校との協力体制作り・調整を図っていま

す。 

また、人材育成事業においては、既存の教育カリキュラムではカバーできていなかっ

た経営層・幹部層向けの教育カリキュラムを企画・計画しました。これまで、幹事会で

の了承を得、経営者会や企業プレゼン会にて皆様にお知らせしました通り、１年間を通

しての研修であることから、令和６年度末に募集し、令和７年度４月から研修を開始し

ています。 

令和７年度の主な事業は、令和６年度の会員企業ヒアリング調査結果を勘案し、次の

とおり提案いたします。 

 

 

１ 企業間交流・連携の拡大 

1) 企業プレゼン会 

平成 21 年度から開催しているが、高い会員ニーズと会員相互理解及び会員間

取引の機会にも繋がっていることから継続して実施する。 

また、海外進出、外国人雇用と現地での取組みなど、既に進出している会員企

業から学ぶ機会として、海外（ベトナム/ホーチミン）視察を実施する。 

 

2) 経営者会 

 経営者が集い親睦を深める場、交流を促進する場、学び合う場を設定し、相互

理解を深めるとともに、世の知見探究を目的とし経営力向上を目指した取り組み

を行う。 

 

3) 広域連携マッチング事業 

    開発・研究を積極的に進める会員企業を他地域の産業支援機関コーディネー

ターに知ってもらう機会を作り、それぞれの地域企業との協同開発、協業、連

携を図る機会を創出する。 
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4) 他地域産業支援機関との交流 

    地域の活性化、地域産業の活性化を図るにあたり、他地域との連携、 

 他地域の産業支援機関との相互交流・連携機会を作る。 

 

 

２ 販路開拓拡大・新分野参入 

1）自動車産業を含めたさまざまな分野への参入を目指した販路拡大活動 

 自動車産業限定とせず、幅広い分野の産業への新規参入を目指し、企業間の情

報交換及び学ぶ場を設定し、連携を深める取り組みを行っていく。 

 

2）見本市への共同出展 

 ANF 会員企業による共同出展を支援する。 

 

  3) 御用聞き訪問 

    地域産業復興支援事業として、福島県商工労働部産業振興課の支援を受け東

北大学名誉教授であり、県の地域産業復興支援アドバイザーを務める堀切川一

男氏による御用聞き訪問を実施する。訪問により、新商品開発のキッカケや技

術課題の解決につながる提案を受ける。 
 

３ 企業力の向上支援 

1) 人材のスキルアップ支援 

 会員ニーズに基づき資格取得の支援及びものづくりの現場で求められる実践

的な研修を実施し、技術力や技能向上を支援する。新規事業として資格取得の促

進を図る取り組みを行う。（QC検定試験の会津地域開催） 

 また、会員企業から提案いただいた研修等に関しては、会員企業のニーズ等を 

踏まえ、逐次開催可否を検討しタイムリーな研修機会の提供を図る。 

 

2) 地元高校生の育成支援 

 高校と企業との連携強化や、将来のものづくり人材育成に寄与する支援を継続

する。また、ロボコン開催協力等により地域のものづくり交流を支援する。 

 

3) 採用支援 

 会員企業ヒアリング調査で、人材確保が計画通りにできず、人材不足の状況が

つづいているとの意見に対応するため、採用につながる事業の拡大を図る。 

 

4) 次世代経営層・幹部層育成支援 

 AiCT コンソーシアムの企業と連携し、１年間を通し充実した研修により、次

世代の経営層・幹部層の人材育成を図る。 
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４ 産学連携 

   1）中堅社員の集い 

     中堅社員が交流を深めながら自社が抱える問題や課題を解決に導く取り組み

を開催する。 

 

 

５ 会員企業の拡大 

1） ＡＮＦの活動目的・目標、活動内容の情報発信に努め、正会員、賛助会員、特

別会員を拡大していく。 

 

６ 運営体制 

１）会議開催 

①幹事会・運営会議 

ＡＮＦ事業を審議する場として、年 3回の開催を継続する。 

②事務局会議 

ＡＮＦ事業の具体的な実施計画を協議するため、年 3回開催する。 

    

以上 
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令和7年3月10日

【ANF設立の目的】 1）企業間交流・連携の拡大
会津地域における 2）販路開拓拡大・新分野参入

1 企業の持続的な成長 3）企業力の向上支援・人材育成
2 産業の活性化 4）産学連携
3 社会への貢献 5）会員企業の拡大

事業主体

特記事項 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

企業プレゼン会
海外（ベトナム/ホーチミン）視
察含む

○ ◎
会員企業の取組の共有を図り、会員間の連携や取引拡
大を図る。工場や研究施設等の見学を通し知見を広げる

経営者会
企業トップ層の連携を深めながら経営力、経営品質向上
を目指す

他地域産業支援機関との交流 ○ 長野県佐久市、佐久産業支援センター訪問・交流

広域連携マッチング事業 （郡山地域テクノポリス推進機構） ○ ○ ○ ○
各地域の支援機関が連携し、地域間の企業マッチングを
図る（受託事業）

会員企業ヒアリング調査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ANF事業ニーズ、意見交換、調査アンケート

企業連携相談対応 （随時受付対応）
会員企業の要請により連携企業・団体・公設試の探索を
支援。その逆も対応。

自動車メーカ向け ○ ○ ○

見本市への共同出展 　○機械要素技術展 ○ ○

御用聞き訪問 ○ 〇 新商品開発のキッカケや技術課題の解決につなげる

新入社員研修 ○ 実践的な研修による人材育成を目指す

入社2年目以降の社員研修 〇 入社2年目以降の社員のフォローアップ研修

組織マネジメント（コミュニケーション） （生産性向上支援訓練） 〇 コミュニケーション力向上に資する研修

次世代経営幹部エッセンシャルズ （AiCTコンソ企業連携） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
次世代経営層、幹部層向け育成研修プログラム
（年間プログラム）

QC検定受験前講習 ○ ○ 資格取得を支援する

QC7つ道具活用セミナー ▲ ＱＣツールの活用実践

QC検定試験（CBT会津開催） （会津工業高校連携CBT対応） ◎ ◎
QC検定試験のCBT（PC受検化）に伴う会津での団体受
検の実現に向けて、会津工業高校、会員企業と連携

技術教育 旋盤講習・フライス盤講習 ポリテクセンター会津

保全教育 保全基礎技能教育 　 ○ 　 　 保全費低減、稼働率向上を目指す

危険体感講習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
安全意識を高め、危険予知能力を向上し、労働災
害の未然防止につなげる

安全衛生 （生産性向上支援訓練） ○
労働者の安全意識の向上や、事業場の安全対策
の効果を高める

生産・業務
ﾌﾟﾛｾｽ改善

生産管理 （生産性向上支援訓練） ○ 改善により生産性向上を実践する人材を育成する

DX推進
IT・経営の見える化
データ利活用・分析

（会員企業の協力を得なが
ら調整・計画・実施予定）

自社のITの現在地や、経営の健康診断を通した見
える化。データ利活用のスキル向上など

中堅社員の集い （大学のシーズ発表会等へ）
大学・企業の所有する技術・知識・人材の活用、企
業の技術連携を推進する

地元高校生育成支援 ○  ○ ロボコン支援 地元高校と地域企業の交流を支援する

SDGsワークショップ ◎ TMEJ小池様の講師によるワークショップ

情報共有・発信 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 事業の月次共有、HPによる会員情報等発信

事務局会議 ○ ○ ○ 事業運営の協議・幹事会提案事項の協議

幹事・運営会議 ○ ○ ○ 事業運営の審議

総会 　 ○ 事業運営の審議及び決議

項目 内容
令和７年

○

令和８年

安全教育

企業間交流
・連携の拡大

1

販路開拓拡大
・新分野参入

活動目標

令和７年度事業スケジュール（案）

目
標

彩の国ビジネスア
リーナ

燕三条ものづく
りメッセ

○

販路拡大プロジェクト

○

企
業
力
の
向
上
支
援

（
人
材
育
成
な
ど

）

○

○

企業連携及びビジネス機会の場を作り販路拡
大を図る

会員企業工場見学ツ
アー

5 運　   営

品質管理
教育

2

3

階層別
教育

4 産学連携

○

【凡例】

◎印： R7年度追加事業

白黒反転の事業 ： R7年度新規事業

▲印： R7年度廃止事業

白黒反転の事業
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2025年度　収支予算計画
2025年3月13日

＜  収 入の部 ＞ （単位：　円）

2025年度 増　減

予 算 額（A） 実績見込 予 算 額（Ｂ） （Ｂ）－（Ａ）

繰 越 金 4,844,578 4,844,578 5,703,873 859,295
会費 3,392,500 3,441,500 3,504,000 111,500 正会員 88社、賛助会員　8社
自治体負担金 7,191,000 7,191,000 7,591,000 400,000 12市町村からの支援金
展示会出展者負担金 4,540,000 4,928,326 5,450,000 910,000 出展する展示会の増による負担金増
研修受講料 2,150,840 2,408,130 4,734,240 2,583,400 新研修（次世代経営幹部向け研修など）

受託料 1,540,000 1,790,000 1,240,000 ▲ 300,000 生産性向上支援訓練の開催予定数減による減額

雑収入 82 5,147 6,887 6,805 金利上昇による利息増

合　　計 23,659,000 24,608,681 28,230,000 4,571,000

＜ 支出の部 ＞

2025年度 増　減

予 算 額（A） 実績見込 予 算 額（Ｂ） （Ｂ）－（Ａ）

報償費 2,935,640 2,833,302 4,422,240 1,486,600 研修数増、QC検定受験料追加のため

旅費 774,800 532,368 1,680,000 905,200 新規研修(海外含む）追加のため

交際費 50,000 50,000 50,000 0
需用費 1,482,500 1,218,706 1,602,500 120,000 新規研修追加及び、事務局出張（海外含む）のため

役務費 91,200 90,884 67,900 ▲ 23,300 e-mailでの送付へと切り替えたため
委託費 1,300,000 1,565,955 1,630,000 330,000 材料費などの高騰により装飾費値上げのため
使用料 1,038,000 622,229 1,420,000 382,000 研修の追加のため会場費増のため
負担金 3,140,000 3,498,000 4,156,000 1,016,000 出展する展示会の回数増のため
事務局経費 9,276,000 8,460,364 9,276,000 0
備品購入費 100,000 33,000 100,000 0

予備費 3,470,860 0 3,825,360 354,500

合　　計 23,659,000 18,904,808 28,230,000 4,571,000

収入合計－支出合計 0 5,703,873 0 0

収　入 28,230,000

支　出 28,230,000

差引残高 0

摘　　　　　　　要

摘　　　　　　　要

勘 定 科 目

勘 定 科 目

2024年度

2024年度
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¥100,000 ¥80,000
¥24,000 ¥50,000 25 /

50 7 6
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Well-being City
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SOIC ANF

DX
ANF SOIC

Well-being City
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